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日野市立カワセミハウスは、日野市を象徴する緑と清流に包まれた黒川清流公園のすぐ近くにあ

る、人と人をつなぎ「プラスアルファ」を生み出す場所です。 

《だれでも気軽に来られる、居心地の良い居場所づくりを目指しています！》 

 

[ここに出典を記載します。] 

カワセミハウスシンボル 

こもれびくん©蟹江杏 2023年 11月 

カワセミハウスの講座 ･イベント ･活動《概ね 9 月～翌 1 月》 

 

沢山の写真や標本の展示、迫力満点の動画のほかに、今

年は特別展として「手すりで見られる昆虫たち」を展示。

雑木林にある手すりの上で観察した小さな昆虫たちの写

真を集めました。かつて日野で見られた昆虫や、地球温暖

化で新しく見られるようになった昆虫の標本なども…。 

６日間の会期で 240 名の方にご来場いただきました。 

また、展示の模様は J:COM「ジモト応援 つながる

NEWS」内で放送されました。 

 

 

13 日㈯に行なった昆虫採取セミナーも、9 組 25 名の

方にご参加いただきました。カワセミハウスで黒川清流

公園についての説明を聞いたあと、公園内を散策し昆虫

採集を行いました。少し歩くだけで 360 度、様々な昆虫

に遭遇！お天気にも恵まれ暑い中ではありましたが、子

どもだけでなく大人や講師の先生まで、夢中になって昆

虫を追っていました。 ※昆虫はキャッチ＆リリースしました 

 

  

会期中、多摩動物公園 渡部園長

や、昆虫園の担当者の方など、４名の

職員の方がご来場くださいました。 

 今後、カワセミハウスと多摩動物

公園でも何か出来たらいいね、なん

てお話も…！ 

今後の展開にご期待ください✨ 

 

展示提供・協力 セミナー講師 

日野の自然を守る会 森川 正昭 氏 日野の自然を守る会 森川 正昭 氏 

元 日本甲虫学会 中村 芳樹 氏 日野の自然を守る会 関根 孝子 氏 

 



東豊田緑湧会は、｢東豊田緑地保全地域｣を活動フィールドとしている緑地保全のボ

ランティア団体です。毎月、第一・第三土曜日が定期活動日です。幟
のぼり

を立ててササ刈

り等をしていますので、どこかで見かけたことがある方もいらっしゃるでしょう。 

活動フィールドの｢東豊田緑地保全地域｣は、JR 中央線豊田駅から新宿・東京方面行

き電車の進行方向左手にしばらく続いて見える樹林帯で、カワセミハウスに隣接する

黒川清流公園や多摩平第一緑地、少し離れた清水谷公園等も含まれる広い緑地です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 豊 田 緑 湧 会 

ひのどんぐりクラブの活動報告 

各学校からの支援要請は様々です。ツバメの観察、｢○○博士になろう｣｢プールのヤ

ゴ救出作戦｣｢仲田の森で生きものとふれあう｣、浅川やよそう森公園での｢ガサガサ｣・・・

等々。 

市内で唯一学校林がある恵まれた旭が丘小学校。3年生｢雑木林はかせになろう｣では、

その学校林＝雑木林を通して‟自然の良さ大切さに気づく“という授業の支援でした。 

～カワセミハウス協議会環境分科会に参加する団体の活動をご紹介します。～ 

 

 

 

さて、｢東豊田緑地保全地域｣の雑木林は、現在は都市周辺の環境保全林、といったところでしょうか？緑地保

全地域共通の課題である高木化した雑木林の維持・管理において、ボランティア団体が担う役割の一つには観察

があると考えられます。東豊田緑湧会の定期活動では、毎回、活動記録を共有しています。月に２回の活動で、

しかも各回の活動区域は限られていますが、この頻度で｢東豊田緑地保全地域｣の観察や手入れを経年的に実施し

ている団体は他には無いので、貴重な記録を積み重ねていると言えるでしょう。 

1 時限目は雑木林の話(雑木林の保全作業活動をするメンバーは多い)、２時限目のフィールドでは、用意万端整え

て待つメンバーによる “土壌の生きものを調べる”。ふかふかの土をふるって虫メガネで観ると……たくさんの小

さな虫！熱中し歓声があがる。次はグループに分かれ、出された課題に沿って動き回りましたが、3 クラスあり私

たちは３回繰り返しです。秋の part2 ではどんな探検が待っているのでしょうか。‟いろいろな生きものが雑木林

を作っているのよね“とフォローするには 2 回では時間が足りません。 

 ｢浅川博士になろう｣潤徳小 4 年生の 1 回目は、多摩川と合流する場所まで歩きま

した。2 回目の各児童がテーマに沿って調べるでは、こちらも野鳥、昆虫、植物な

ど生きもののこと、河原の石のことなどに分かれ、それぞれ調べたいこと、知りた

いことに対応です。浅川の水のことではその場で水質検査をしました。野鳥と昆虫

では｢日野の自然を守る会｣の金子さんと森川さんに協力をお願いし、より充実した

支援ができたのではないでしょうか。３回目はふれあい橋下のガサガサ。暑いなか

ライフジャケットを着けても、水の中の生きもの探しは楽しい時間です。後半のク

ラスは熱中症警戒アラートが出て中止でした。残念‼ 

一方、第七小ではプール指導前のプールでヤゴの救出です。ヤゴなんて触れない

と思っていた児童でも、網からバケツへと移すときには触らざるを得ません。数日

後に担任の先生から「ヤゴに触れ、子ども達は俄然
が ぜ ん

虫に興味がわいてきたので、近々

に昆虫採集をお願いしたい」と再度の支援要請。秋のバッタ捕りでは間に合いませ

ん。興味が薄れないうちに神明野鳥の森で虫探しの支援です。さて、小さな虫たち

と仲良くなれたのでしょうか。       ひのどんぐりクラブ 成島信子 

 

東豊田緑湧会は、この広い｢東豊田緑地保全地域｣の内、良好な自然環境を保つため立ち入り制限を主な目的に設

置された保護柵の中、継続的に管理することで初めて成り立つ多様な環境と言われる雑木林の手入れや湧水地

の管理に取り組んでいます。 

 

また、昨年から始まった東京都における緑地保全地域コーディネート事業を通

して｢東豊田緑地保全地域｣に係わる関係者との交流の機会が増えたことで様々

な知見を得、団体としても成長を続けています。 

｢東豊田緑地保全地域｣に関心のある方は、どうぞ東豊田緑湧会にご一報くだ

さい。｢東豊田緑地保全地域｣の魅力をお伝えしたいと思います。 

Email ：higashitoyodaryokuyu@gmail.com  東豊田緑湧会 羽吹
はぶき

春奈 

カワセミハウス協議会環境分科会に参加する団体の活動をご紹介しております。 
ひのどんぐりクラブにつきましては通信 25号も併せてご覧ください。 

 



第１５期 市民環境大学 
スタート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ ワ セ ミ ハ ウ ス の 調 査 ・ 報 告 

地域を楽しむお祭り  “オクトーバーフェスト 2023”  

こだわり つながり チャレンジ精神  ～みんなでつくる一体感～  

メインイベント日：10 月 14 日㈯ 11：00～17：30＊雨天決行  

【常設展示の展示期間：10 月 7 日㈯～10 月 21 日㈯＊月曜休館】 

開催場所：日野市立カワセミハウス   

主催：カワセミハウス協議会・オクトーバーフェスト実行委員会 

 

14 日㈯は、ワークショップなど、多数の参加プログラムを中心に行い、 

展示は、学びが深まるような興味をそそるテーマを用意してます。 

〈 大人も子どもも楽しめる企画 〉＊クロージングキャンドルづくり、遊んでみようつくってみよう かるた /＊黒

川マイスターと黒川清流公園を歩いてみよう /＊日野産材のスウェーデントーチ デモと販売 /＊マッチにさわろう さ

わらせよう ミニお華炭つくり体験講座 /＊美術魚拓と写真の展示 /＊OP 歌唱披露・合唱 /＊二中 AP の活動紹介 関連

図書展示 /＊防災倉庫の展示 /＊みんなで TOYODA BEER を楽しもう。 TOYODA BEER の販売 

〈 手づくりのぬくもりを感じる企画 〉＊新潟の美味しい野菜・新米を販売 布川ファーマーズマーケット /＊福祉

施設でつくる野菜・手芸品・焼き菓子の販売/＊手芸の作品の展示 書道作品の展示 /＊日野産竹皮でつつむおむすび販売 

〈 いっぱい遊ぼう！ 子ども向け企画 〉＊いっしょに作って遊ぼう まねっこ金魚すくい 松ぼっくりけん玉づくり 

〈 興味津々！ 学べる企画 〉＊用水路マップ販売＆展示 黒川水路ガイドツアー /＊段ボールコンポスト 実践講

習会＆展示 /＊基礎的科学実験教室 /＊リサイクルに出会って、学んで、体験しよう モザイクアート＆展示 

 地元のおいしいうれしいを運ぶ 日野デリバリーカーによる販売  ポップコーンの販売  焼きそばの販売  

地元のビール｢TOYODA BEER｣の販売 ｢TOYODA BEER｣は多摩地区最古のクラフトビールです。 

《  今年も、企画満載でお待ちしております。 是非お越しください！  》 

カワセミハウス オクトバーフェスト 開催（1 日だけのメインイベント日と 15 日間の展示開催期間の二本立て） 

第 15期（2023年度）市民環境大学 (毎週木曜日午前 10時～正午) 

前期 9/7㈭～11/9㈭  後期 11/30㈭～2/22㈭  

1 はじめに 地球環境問題とは 1 水の文化と水の特異的な性質 

2 物質循環(炭素,窒素,リン)と 

人間活動の影響 

2 地球規模の水循環 

3 地球温暖化と温室効果ガス 3 都市の水循環 

4 地球温暖化の生態系への影響と対策 4 水資源および日野市の水利用 

5 ヒートアイランド現象 5 仮想水(バーチャルウオーター) 

6 ヒートアイランド現象の身近な対策 6 地下水の流れと汚染 

7 多摩川の自然と文化 7 東京湾の自然と文化 

8 フィールドワーク 

(黒川清流公園の植物など) 

8 フィールドワーク 

(黒川清流公園の野鳥など) 

 

市民環境大学では、右に記載した内

容で地球の環境問題や地域の環境問

題について、私たちのくらしと関連さ

せながら学んでいます。 

講師は、環境科学の専門家である小

倉紀雄さん(東京農工大学名誉教授)

です。 

今後の予定では、黒川清流公園の四

季を楽しむフィールドワークも予定

しています。  

測定月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

平均流量（ℓ/ｓ） 5.30 6.47 
欠測 

13.7  8.70 13.1  

月間推定流量（ｔ） 13,738  17,329  36,694  23,302 33,955  

降水量（mm） 66.0  142.0  355.0 37.0  143.0 ― 

 

 

 5 月は、9日㈫のみの 1 回の測定値です。7 月の降水量は 37.0ｍｍと少なかったのですが、月間推定
流量は 36,694t となり、8 月の推定流量の約 1.6倍になりました。 

黒川清流公園 水路（あずまや池出口）での湧水量測定結果（4月～9月） 

カワセミハウスで、2017 年 4月より開始した湧水量の観測は 7年目に入りました。 

  

 

 

 

 

 

※9/26 時点未確定 



 

・2023 年度第 2 回目の協議会は、7 月 29 日㈯に開催されました。 

 

 

 

日野市立カワセミハウス 

住所：〒191-0052 日野市東豊田 3-26-1 

電話／FAX：042-581-1164 

メールアドレス： 

kawasemihouse@jcom.zaq.ne.jp 

開館時間：9：00～21：30 

休館日：毎週月曜日、年末年始  

(月曜日が祝日の場合はその翌日) 

 アクセス：JR 中央線、豊田駅から徒歩約 7 分  

※駐車場はございません。 

 

 

カワセミハウス協議会 

   カワセミハウス協議会環境分科会の活動 

 

 

・黒川マイスター講座は、第３回が 7/22㈯に、第４回が 8/26㈯に開催されました。 

・黒川マイスターの活動は、7 月 8 月を通して、小池復活プロジェクト、キツネノカミソリ生育地草

刈り、ひょうたん池清掃などを行いました。 

黒川マイスター講座 ・ 黒川マイスターの活動 

カワセミハウスからのお知らせ 黒川かわせみサロンの 11 月・12 月・1 月の開催予
定日は次のとおりです。 
①11/7㈫, ②12/5㈫, ③1/16㈫ 

 実践女子大学須賀ゼミによる 11 月から 1月にかけ
ての開催予定は次のとおりです。 
①11/26㈰くらし工房 
②12/3㈰布川ファーマーズマーケット 

 学生団体 C-plantによる「まるっと」の 11月・12
月・1 月の開催予定日は次のとおりです。 
①11/12㈰, ②12/10㈰, ③1/14㈰ 

 カワセミハウス環境分科会の 1月までの活
動予定は次の通りです。 
①10/21㈯セミナーはじめての昆虫食 
②11/5㈰なくそう！川のプラごみ 
③12/3㈰わきみず池のおおそうじと生きもの観察 

第 6 期黒川マイスター講座(2023 年度) 
11 月・12 月・1 月の講座等の開催予定は

次のとおりです。 
①11/25㈯, ②12/16㈯, ③1/27㈯ 

・オクトーバーフェスト メインイベント開催 10月 14 日㈯･展示開催 10/7~10/21 

・第 3 回協議会     11 月 18 日㈯ 9：30～12：00 開催 
・大掃除大会      12 月 23 日㈯ 午前 開催 

『藍の生葉で型染めをしよう』    

ひのどんぐりクラブの成島さんを講師に、マル

バアイの生葉を使ってトートバックに型染めをし

ました。カワセミハウスで育てたマルバアイは今

夏の厳しい暑さのため生育が今一つで、別の場所

で育てたマルバアイの葉を用意。参加者は 20名

(大人 14 名,子ども 6 名)で、好きな型で工夫を凝

らし思い思いに染めて、世界に一つのマイバッグ

を完成させました。 

 

 

8 月 20 日㈰ 開催 


